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※
弐
段
審
査
実
施
　
　
大
関
浩
一

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
弐
段

（
支
部
指
導
員

）
認
可

　　
弐
段
は

、
昇
段

審
査
科
目
の
中
で

も
難
し
い
技
が
多
く

、
合
格
ラ
イ
ン
を
突
破
す

る
に
相
当
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

。

　
科
目
審
査
の
相
手
に

、
笠
置
先
生
に
行

っ
て

も
ら
い
ま
し
た

。
審
査
官
は

、
及
川
師
範
・
中
武
師
範
の
厳
し

い
視
線
の
中

、
坦
々
と
行
い

、
面
接
審
査
は

、
笠
置
師
範
・
瀧

井
師
範
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

『
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
発
展
を
期

待
し
て
お
り
ま
す

。

』

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

「
心
技
体
向
上
へ
の
取
り
組
み

、
研
究
機
関

」

※
器
物
等
使
用
護
身
武
道

（
折
り
た
た
み
傘
等
に
よ
り

）

　

【
デ
フ

ェ
ン
ス
と
し
て

、
怪
我
・
傷
等
を
受
け
ず

、
与

　
え
ず
の
護
身
武
道

「
対
応
策

」
。

】

①
右
手
首
迎
え
・
・
一
級
手
首
③
の
応
用

②
左
手
首
迎
え
・

相
手
左
肘
内
側
打
ち

肘
外

（
チ

ョ
ウ
ガ
イ

）

掛
け
引
き
捌
き
倒
し

柄
打
ち
込
み

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

「
ス
キ
ル
向
上
訓
練
確
認
機
関

」

第
二
十
三
回
指
導
者
研
修
会

日
時
　
　
平
成
２
１
年
１
１
月
１
５
日

（
日

）

 
　
　
　
　
　
　
　
１
３
：
０
０
～
１
７
：
０
０

場
所
　
　
台
東
区
東
上
野
３
・
２
４
・
６

　
東
上
野
区
民
館

　
４
Ｆ
４
０
１
集
会
室

①
科
目
確
認

②
試
験
科
目
練
習

③
平
成
２
２
年
カ
レ

 
ン
ダ
ー
写
真
撮
影

④
昇
段
審
査

⑤
そ
の
他

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

「
偲
ぶ
会

」

※
近
年
参
加
者
も
減

っ
て
い
ま
す

。
偲
ぶ
会
の
今
後
の
方
向
性

を
小
林
会
・
会
員
に
よ
り
討
議
・
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す

。
気
持
ち
新
た
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と

　
・
・
・

。

『
思
い
は
心
の
内
に
あ
り
か
な
き
や
？

』

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
理
事
会

第
十
五
回
理
事
会

日
時
　
平
成
２
１
年
１
１
月
１
５
日

（
日

）

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
：
０
０
～
２
０
：
２
０

場
所
　
台
東
区
東
上
野
３
・
２
４
・
６

　
　
　
東
上
野
区
民
館
　
　
３
Ｆ

（
３
０
２
集
会
室

）

１
報
告

 
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
理
事
会

　
　
　
　
　
　
第
十
四
回
　
報
告
・
書
記
委
員
長

　
②
事
務
局
報
告
　
　
　
　
　
事
務
局
長

　
③
各
委
員
長
報
告
　
　
　
該
当
委
員
長

　
④
各
師
範
報
告

　
⑤
そ
の
他
の
報
告

２
審
議
事
項

 
①
平
成
２
２
年
護
身
武
道
演
武
大
会

 
 
　
　
に
伴
う
要
項
確
認
の
件
・
・

 
 
 
　
・
役
員
選
出

、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

　
②
昇
段
審
査
科
目
変
更
確
認
の
件

　
③
科
目
呼
称
等
変
更
確
認
の
件

 
 
 
 
 
 
　
　

（
継
続
審
議
事
項

）

　
④
連
盟
役
員
変
更
案
の
策
定

、

 
 
 
 
 
 
 
　
　
連
盟
組
織
図
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
等
確
認
の
件

　
⑤
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

 
 
 
 
 
 
 
　
　

ュ
ー
ル
確
認
の
件

　
⑥
そ
の
他
の
事
項

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
三
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
０
件

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
が
ん
や
脳
な
ど
の
老
化
に
も
ス
ト
レ
ス
は
関
係
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
ま
す

」

※
疲
れ
た
脳
が
心
の
病
を
生
む

　
ま
た

、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
は

、
脳
内
物
質
の
分
泌
な
ど
の
異

常
で
あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
て
い
ま
す

。
ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
く

こ
と
で

、
主
に
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
分
泌
物
の
量
が
減
る
こ

と
が

、
う
つ
病
の
大
き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

。
う
つ
病
以

外
の
心
の
病
気
に
も

、
脳
内
物
質
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
て
い
ま
す

。

※
脳
が
元
気
な
人
は

、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
に
く
い

　
趣
味
や
生
き
甲
斐
を
持

っ
て
い
る
人

、
人
間
関
係
が
充
実
し
て
い

る
人
は
病
気
に
か
か
り
に
く
か

っ
た
り

、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

。
こ
れ
を
脳
内
物
質
か
ら
み
る
と

、

脳
が
活
性
化
し
て
い
て

、
体
に
よ
い
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
い
る

た
め
に

、
心
身
の
抵
抗
力
が
増
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。
心
と
体
は
別
々
の
も
の
で
な
く

、
心

（
脳

）
で
生
じ
た
こ
と
は

体
に
影
響
を
与
え

、
体
で
生
じ
た
こ
と
は

、
心
に
影
響
を
与
え
る
と

い
う
相
互
関
係
が
あ
る
の
で
す

。

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

　
行
事
予
定

　
　
平
成
二
十
二
年

　
　
一
月
　
　
十
日

（
日

）

　
　
　
鏡
開
き

　
　
　
護
身
武
道
演
武
大
会

　
　
　
特
別
研
修
会

　
　
　
理
事
会

　
　
三
月
二
十
一
日

（
日

）

　
　
　
研
修
会

　
　
　
理
事
会

平
成
二
十
年
度
　
第
三
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局
報
告

一
普
及
啓
発
事
業
・
・
１
０
名

　
第
２
４
号
第
三
・
四
半
期
新
聞
編
集
会
議

　
※
同
時
開
催
・
・
大
会
用
道
場
別
ポ
ス
タ
ー
作
成

 
日
時
　
　
平
成
２
１
年
１
１
月
１
５
日

（
日

）

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
：
２
０
～

２
１
：
０
０

　
場
所
　
　
台
東
区
東
上
野
３
・
２
４
・
６

　
　
　
　
　
東
上
野
区
民
館
　
　
３
Ｆ

（
３
０
２
集
会
室

）

良
い
一
日
は

元
気
な
挨
拶
と

明
る
い
笑
顔
か

ら
始
ま
る

第
１
章
　
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
　
　
　
　
　
・
・
・
連
載
掲
出

１
・
１
　
ア
イ
シ
ン
グ
と
は

、
つ
ま
り
冷
や
す
こ
と

②
 

家
庭
医
学
と
し
て
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
ス
ポ
ー

ツ
等
以
外
の
日
常
生
活
の
場
面
で
も
ア
イ
シ
ン
グ
は
広
く

応
用
で
き
ま
す

。
捻
挫
や
打
撲
と
い

っ
た
ス
ポ
ー

ツ
よ
り
起
こ
る
怪

我
は
日
常
生
活
や
職
場
で
の
作
業
中
に
も
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
の

で

、
ス
ポ
ー

ツ
で
の
応
急
処
置
が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

。
ま
た

多
く
の
人
が
悩
む
腰
痛
や
肩
こ
り

、
腱
鞘
炎
な
ど
に
も
応
用
で
き
ま

す
し

、
火
傷
や
発
熱

、
歯
痛
の
際
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
行

っ
て
い

る

「
冷
や
す

」
と
い
う
処
置
も

、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
と
し
て
の
ア
イ
シ

ン
グ
の
知
識
と
技
術
を
応
用
す
れ
ば

、
よ
り
効
果
を
上
げ
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す

。

い
わ
ば
ア
イ
シ
ン
グ
は

、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
と
し
て
だ
け
で
な
く

、
家

庭
医
学

、
職
場
医
学
と
し
て
も
十
分
使
え
る
も
の
な
の
で
す

。

し
か
も
特
別
な
医
療
器
具
を
必
要
と
せ
ず

、
氷
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

。

本
部
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 

舘
　
長

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
　
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

◇
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　

［
更
な
る

、
充
実
・
拡
大
に
向
け
た
発
信
基
地
と
し
て

　
　
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

。

］

社
会
人
ク
ラ
ス

高
校
生
ク
ラ
ス

難
し
い
技
に
挑

戦
し
上
達
し
て

い
ま
す

。
い
ざ

大
会
に
向
け
て
！

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
 
 

瀧
井
師
範

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

 
新
年
あ
け
ま
し
て
お
も
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　
上
野
道
場
も
ま
た

、
新
た
な
年
を
迎
え
希
望
に
燃
え
て
い
ま

す

。
昨
年
は

、
道
場
生
の
多
く
が
昇
級
し

、
帯
の
色
変
え
が
ん

ば
り
ま
し
た

。
中
学
生
と
な

っ
た

、
谷
岡
拓
哉

、
能
登
屋
俊
介

の
二
人
も
ク
ラ
ブ
活
動
と

、
道
場
の
両
立
を
し

、
後
輩
を
リ
ー

ド
し
て
く
れ
ま
し
た

。
大
関
友
也

、
鎌
田
悦
暉

、
大
関
友
也
の

三
名
派

、
区
民
体
育
祭
空
手
大
会
と
い
う

、
他
武
道
の
大
会
に

参
加
し

、
大
健
闘
を
い
た
し
ま
し
た

。
松
本
茜
は

、
唯
一
の
女

性
道
場
生
で

、
進
学
を
ひ
か
え
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て
く
れ
ま
し

た

。
し
ど
う
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
関
初
段
も

健
闘
さ
れ

、
弐
段
に
昇
段
さ
れ
ま
し
た

。
新
た
な
年
を
各
道
場

生
が

、
一
丸
と
な
り
稽
古
し
て
ま
い
り
ま
す

。
色
々
な
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が

、
み
ん
な
で
励
ま
し
あ
い

、
護
身
武
道
を

や

っ
て
い
て
良
か

っ
た
と
み
ん
な
が
思
え
る
道
場
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

。

最
後
に

、
私
も
思
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
に
指
導
に
あ
た
り
ま

す

。
技
の
強
さ
も
大
事
で
す
が

、
心
の
強
さ
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す

。
護
身
武
道
小
林
会
の
飛
躍
の
年
に
！

※
５
級
審
査
実
施

　
松
本
茜

九
月
二
九
日
合
格

・
先
輩
の
谷
岡
く

ん
相
手
に
堂
々
と

お
こ
な
い
ま
し
た

。
現
代
社
会
に
お

い
て

、
強
く
生
き
抜
く
バ

ッ
ク
ボ
ー

ン
と
す
る
た
め
に
・
・
・

。
※

「
習

っ
て
覚
え
る
こ
と
の
積
み
重
ね
が
大
切
な
こ
と
で
す

。
ま
ず
大

き
な
声
を
だ
せ
る
よ
う
に

、
戦
わ
ず
し
て
怪
我
を
せ
ず
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

、
最
終
的
に

、
一
矢
報
い
る
術
と
思
い
を

出
せ
る
こ
と
で
す

。

」

※
三
級
審
査
実
施
　
大
関
友
也
　
十
一
月
三
十
日
合
格

　
実
績
か
ら
言
え
ば
大
変
な
も
の
で
す

。
三
年
連
続
他
武
道
参

戦

、
結
果
を
残
し
て
い
ま
す

。
今
年
は
優
勝
を
ね
ら
え
！
！

小
林
会
の
誇
り
で
す

、
父

親
大
関
先
生
の
影
響
も
大

き
い
と
思
い
ま
す

。

フ

ェ
ス
タ
に
も
参
加

、
大

い
に
活
躍
し
ま
し
た

。

二
派
遣
事
業
・
・
コ
ミ
ニ

ュ
テ
ィ
祭
演
武
披
露
・
出
向
７
名

　
日
時
　
　
平
成
２
１
年
１
１
月
２
３
日

（
月

）

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
：
４
５
～

１
７
：
０
５

　
場
所
　
　
台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

　
　
　
台
東
区
立
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

・
・
詳
細
２
面
に
掲
載

三
平
成
二
十
一
年
度
県
民
税
関
係
・
・
柏
県
税
務
所
よ
り

　
　
　
　
　
減
免
通
知
書
・
十
一
月
六
日

（
金
曜
日

）
付
け

　
中
央
区
日
本
橋
３
の
２
の
４

　
　
清
水
ビ
ル
B
一
階

 
C
o
f
f
e
e
 
L
u
n
c
h
 

六
曜
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ひ
た
ち
な
か
教
室
 
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

日
時
　
不
定
期
開
催

連
絡
先
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

皆
様

、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

。

私
が
今
年

、
心
に
常
に
留
め
て
お
き
た
い
と
考
え
る
こ

と
と
は

、
身
体
の
健
康
で
す

。

体
の
健
康
こ
そ
が
す
べ
て
の
活
動
の
礎
と
な
る
と
考
え
ま
す

。

心
に
向
上
心
が
あ

っ
て
も

、
体
の
調
子
が
悪
い
と
や
が
て
そ
の
心
も
萎
え
て
い

き
ま
す

。
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
名
選
手
は
言

っ
て
い
ま
し
た

。

「
心
技
体
で
は
な

い

。
体
技
心
だ

。

」
「
先
に
心
な
ど
確
立
し
な
い

。
ま
ず
は
体
を
健
康
に
保

ち

、
鍛
え
よ

。

」
ま
ず
は
体
な
の
だ
と
・
・
・
私
も
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す

。

健
や
か
で
鍛
え
た
身
体
か
ら
技
は
生
ま
れ

、
そ
の
技
を
身
に
つ
け
た
と
き

、
心

が
生
ま
れ
る

。
何
か

、
道
を
歩
み

、
目
指
す
人

、
す
べ
て
に
言
え
る
よ
う
に
思

い
ま
す

。
ま
ず
は
体
を
健
や
か
に
保
ち
ま
し

ょ
う

。
そ
し
て
鍛
え
ま
し

ょ
う

。

皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す

。

松
戸
五
香
道
場
　
　
　
 
 
 
 
 
 
及
川
師
範

場
所
　
　
　
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま
す
。

※
６
級
審
査
実
施
　
及
川
寧
久
　
１
０
月
２
５
日
　
合
格

　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
菜
央
　
１
０
月
２
５
日
　
合
格

・
審
査
に
長
島
先
生
を
招
き
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

☆
長
島
師
範
Ｈ
Ｐ
投
稿
文
よ
り
。
《

五
香
道
場
の
６
級
審
査
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寧
久
く
ん
、

奈
央
ち
ゃ

ん
二
人
と
も
大
変
元
気

が
あ
り
と
て
も
気
合
が
は
い
っ

て
い
ま
し
た
。

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
》

【

及
川
道
場
長
】

今
回
、

二
人
に
昇
級
審
査
を
終
え
て
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

寧
久
『

緊
張
は
し
な
か
っ

た
け
ど
、

楽
し
か
っ

た
』

菜
央
『

緊
張
し
た
け
ど
、

楽
し
か
っ

た
』

二
人
と
も
審
査
に
向
け
て
努
力
し
た
か
ら
楽
し
か

っ

た
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

技
術
的
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
一
生
懸
命
大
き
な
声

を
出
し
て
審
査
に
臨
ん
で
い
た
姿
を
見
て
目
頭
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

又
、

寧
久
に
お
い
て
は
長
島
先
生

に
『

ど
う
し
た
ら
つ
よ
く
な
れ
ま
す
か
』

と
い
う
普

段
私
に
は
し
な
い
質
問
を
し
て
正
直
驚
き
ま
し
た
。

【

城
戸
菜
央
ち
ゃ

ん
の
お
母
様
よ
り
の
投
降
】

『

ど
う
か
６
級
に
ご
う
か
く
し
ま
す
よ
う
に
。
』

十

月
二
十
五
日
、

長
島
先
生
に
よ
る
昇
級
審
査
を
終
え

る
と
す
ぐ
に
、

寧
久
く
ん
と
菜
央
が
顔
を
近
づ
け
て

祈
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

及
川
先
生
の
も
と
に
通

い
始
め
て
、

春
と
夏
が
過
ぎ
、

秋
に
な
っ

て
菜
央
の

成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
お
腹
か
ら
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
。

　
練
習
に
集
中
す
る
時
間
が
長
く
な
っ

た
こ
と
。

　
体
が
柔
軟
に
、

力
の
つ
い
た
こ
と
。

　
逆
上
が
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、

手
に
ま
め
が
で
き
て
も
め

げ
ず
、

粘
り
強
く
練
習
す
る
力
を
つ
け
て
頂
い
た
か
ら
で
す
。
『

な
ん

で
ご
し
ん
ぶ
ど
う
を
な
ら
う
の
？
』

と
、

よ
く
質
問
し
ま
す
。

そ
の
時

は
、

道
場
心
得
を
復
唱
さ
せ
ま
す
。

ま
だ
五
歳
の
菜
央
に
は
、

心
得
を

充
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

道
場
に
通
い
、

鍛
錬
を
重

ね
て
、

こ
の
心
得
が
菜
央
の
心
と
体
に
し
み
込
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

草
加
道
場
　
 
 
 
 
 
 
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
　
　
新
田
西
公
民
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま
す

。

　

平
成
１
９
年
７
月
１
日
か
ら
早
い
も
の
で
３
年
を
今
年
迎
え
ま
す

。

生
徒
数
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
が
充
実
し
た
練
習
を
を
し
て
お
り
ま
す

。

近
隣
に
は
団
地
も
あ
り
住
宅
地
で
す
の
で

、
今
年
は
地
域
の
皆
さ
ん
に

道
場
を
知

っ
て
も
ら
う
行
動
を

し
て

、
護
身
武
道
を
広
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。
ま
た

、

自
分
自
身
の
研
鑽
努
力
を
怠
る

こ
と
な
く
精
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

。

　

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
 
 
 
 
 

長
島
師
範

場
所
　
 

我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
１
9
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
～

2
１
：
０
０

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

東
葛
道
場
は
開
設
よ
り
一
年
半
が
た
ち
ま
し
た

。

毎
週
道
場
生
の
飯
田
祐
生
君
と
祐
生
君
の
お
母
さ

ん
と
三
人
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す

。
祐
生
君
の

お
母
さ
ん
も
最
近

、
ス
ト
レ

ッ
チ
と
基
本
練
習
に

参
加
し
て
い
た
だ
き

、
突
き
や
蹴
り
も
と
て
も
上

手
に
な

っ
て
き
ま
し
た

。
祐
生
君
も

、
演
武
大
会

と
４
級
の
練
習
を
毎
回
真
剣
に
稽
古
し
去
年
よ
り

さ
ら
に
上
手
に
な

っ
て
い
ま
す

。

 
今
年
こ
そ
最
低
で
も
あ
と
一
人
道
場
生
を
増
や

し
て
活
気
づ
け
て
い
き
た
い

、
そ
の
た
め
宣
伝
活

動
を
ど
ん
ど
ん
や

っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す

。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す

。

今
後
ま
た
学
校
で
は
学
級
閉
鎖
や
学
校
閉
鎖
等

、

道
場
活
動
に
影
響
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が

、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い

よ
う
予
防
を
し

っ
か
り
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い

。

健
康
に
気
を
つ
け
て

、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す

。

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
 
 
 
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

教
え
る
こ
と
は

、
教
わ
る
こ
と
で
も
あ
る

。

当
団
体
の
格
言
で
あ
り

、
舘
長
が
語
る
実
践
論
の
ひ
と
つ
で
す

。
実
際
そ
う
思

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

。
こ
の
言
葉
の
実
感
は

、
他
の
武
道
や
格
闘
技

団
体
を
見
た
と
き

、
時
折
師
範
と
い
う
立
場
の
者
が

、
物
事
を
上
か
ら
見
る
よ

う
に

、
言
動
を
し
て
い
る
姿
に

、
思
わ
ず

、
そ
の
程
度
な
の
か

、
と
思
う
の
で

す

。
も
し
も
指
導
者
が

、
教
わ
る
こ
と
は
も
う
な
い
と
い
う
態
度
を
示
し
た

時

、
社
会
で
も
そ
う
い
う
態
度
で
あ
る
の
だ
ろ
う
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
同

時
に

、
そ
の
人
自
身
の
魅
力
の
薄
さ
を
も
感
じ
て
し
ま
い
ま
す

。
私
は

、
館
長

か
ら

、
武
道
に
は

、
武
道
家
と
武
道
屋
が
い
る
と
聞
き
ま
し
た

。
私
達
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
法
人
の
武
道
団
体
で
す

。
当
然
師
範
が
目
指
す
も
の
は
皆

、
武
道
家
と
呼

ば
れ
る
人
に
価
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

。
本
来
の
持
つ
技
の
意
味
を
簡
易

化
し

、
級
や
段

、
あ
る
い
は
年
齢
層
に
関
わ
ら
ず
惜
し
む
こ
と
な
く
教
え
る
こ

と
の
で
き
る
舘
長
は

、
技
の
教
え
方
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
と
説
明
し
た

、
真

の
武
道
家
な
の
だ
と
尊
敬
を
し
て
い
ま
す

。
そ
う
し
た
指
導
は
き
ち
ん
と
伝
承

し
た
い
し

、
す
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。
今
年
の
夏
期
合
同
研
修
会
で

、

よ
う
や
く
我
が
世
田
谷
道
場
か
ら

、
初
段
を
誕
生
さ
せ
ま
す

。
着
々
と
公
開
で

昇
級
審
査
を
受
け
た
高
橋
元
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
の
挑
戦
で
す

。
人
の

「
思

い

」
が
あ
る
限
り

、
師
匠
舘
長
と
共
に
私
達
は
進
ん
で
い
き
ま
す

。
そ
し
て
今

年
も
ま
た

、
息
の
根
を
止
め
ら
れ
る
舘
長
の
言
葉
に
魅
了
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と

感
じ

、
学
習
し
て
い
き
ま
す

。

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
　
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

一
年
間
を

、
背
筋
を
伸
ば
し
て
走
り
続
け
る
こ
と
は

、
大
変
な
こ
と
で
す

。
静
と
動
が
三

対
七

、
あ
る
い
は
二
対
八
の
割
合
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

。
連
盟
が
示
す

｢

静

｣

と

は

、
組
織
を
動
か
す
為
の
理
屈
を
作
る
時
間
で
あ
り

、
新
聞
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で
記
載
し

て
い
る
内
容
通
り

、
企
画
実
行
ま
で
の
計
画

、
手
段
の
検
討

、
そ
し
て
効
率
的
に
運
べ
る

か
を
議
論
す
る
場
を
意
味
し

、

｢

動

｣

と
は
当
然
な
が
ら
そ
の
実
行
と

、
賛
同
者
を
増
や

す
に
至
る
ま
で
を
言
い
ま
す

。
運
営
と
は

、
結
果
的
に

、
私
達
み
ん
な
が
目
的
を
掌
握

し

、
円
滑
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り

、
そ
の
為

、
話
し
合
い
や
考
え
る
時
間
を

、
私
達
役

員
に
関
わ
る
人
達
す
べ
て
は

、
多
少
無
理
を
し
て
で
も
貴
重
な
時
間
を
つ
く
り

、
案
を
持

寄

っ
て
は
論
じ
た
も
の
を

、
有
効
か
つ
成
果
と
す
る
こ
と
で
す

。

　
連
盟
役
員
は

、
舘
長
以
下
三
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
に
及
び

、
企
業
組
織
人
や
個
人
営

業
者
で
構
成
し
て
い
ま
す

。
も
は
や
単
な
る
趣
味
の
範
疇
で
は
な
く

、
ま
た
誰
も
が
片
手

間
に
行

っ
て
い
る
と
は
思

っ
て
お
り
ま
せ
ん

。
で
す
か
ら
働
き
盛
り
の
三
十
代

、
四
十
代

が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
に
は
深
い
意
味
が
あ
る
の
で
す

。
そ
れ
は

、
自
分
達
の

人
生
の

｢

バ

ッ
ク
ボ
ー

ン

｣

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す

。
年
齢
を
重
ね
て
思
考
や

行
動
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
し

、
時
に
頑
固
に
な
る
年
齢
も
あ
る
で
し

ょ
う

。
し
か
し

、
例

え
趣
味
の
域
を
超
え
た
趣
味
と
非
難
さ
れ
た
と
し
て
も

、
全
て
は
自
分
達
の
数
十
年
先
へ

と
結
ば
れ
る
こ
と

、
誰
も
が
手
に
す
る
こ
と
で
は
で
き
な
い
利
殖
を
得
る
も
の
だ
と
い
う

自
信
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
す

。
こ
の
確
信
と
な
る
裏
付
け
を
示
す
も
の
と
は

、
私
達
会

員
が
皆
で
築
い
て
い
る
も
の

、
築
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
そ
う
で
あ
り

、
ま
た
役
員
が

筋
道
を
し

っ
か
り
と
示
さ
ね
ば

、
軌
道
が
伸
び
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

。
い
や

、
皆
で

作

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

、
面
白
く
時
に
困
難
も
あ
る
の
だ
と
言
え
る
で
し

ょ
う

。
私
が
利

殖
と
感
じ
る
ひ
と
つ
に

、
生
徒
あ
る
い
は
後
輩
の
探
求
心
を
感
じ
た
際
の

、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
見
た
時
で
す

。
本
来
は
皆
巧
な
も
の
を
持

っ
て
い
ま
す
が

、
そ
れ
を
気
力
と
し
な
け
れ

ば
開
始
で
き
ま
せ
ん

。
個
性
豊
か
な
技
量
を
発
揮
し
た
時

、
自
分
の
役
目
が
間
違

っ
た
も

の
で
は
な
い
と
感
じ
る
の
で
す

。
そ
れ
が
人
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
凄
さ
の
実
感
で
す

。

三
鷹
の
枠
で
恐
縮
で
す
が

、
世
田
谷
道
場
の
六
十
に
近
い
高
橋
元
さ
ん
と
三
鷹
道
場
の
十

代
が
一
緒
に
な

っ
た
場
合
が
そ
う
で
す

。
共
通
の
目
標
に
向
か

っ
て
進
む
人
間
の
行
動
の

中
に
は

、
言
葉
よ
り
も
も

っ
と
深
く
貴
重
な
も
の
が
あ
り

、
熟
年
の
労
と
若
い
力
の
ベ
ク

ト
ル
の
輪
が
合
成
し
た
場
合

、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
く

っ
き
り
と
見
え
る
も
の
な
の
で

す

。
日
常
で
は
こ
の
年
の
差
同
士
が
結
束
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く

、
そ
の
接
点
が
こ
う

し
た
機
会
で
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。
一
年
一
年
の
実

績
を
残
し

、
内
容
の
あ
る
歴
史
を
作
る
た
め
に
も

、
こ
の

｢

静

｣

と

｢

動

｣

を
う
ま
く
回

転
さ
せ

、
連
盟
が
常
に
前
に
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
大
切
さ
を

、
み
ん
な
で
感
じ

、
考
え

て
い
く
こ
と
す

。
そ
し
て
舘
長
の
提
唱
す
る

｢

人
に
優
し
く

｣

を
語
る
理
由
を
理
解
す
れ

ば

、
私
達
ひ
と
り
一
人
の

｢

バ

ッ
ク
ボ
ー

ン

｣

は
益
々
生
か
さ
れ
る
も
の
に
な
る
と
思

っ

て
い
ま
す

。

真
土
道
場
　
　
　
　
中
武
師
範
・
及
川
師
範
・
舘
長

場
所
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

練
習

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま
す

。

 

《
今
年
の
目
標
・
・
・
道
場
生
を
増
や
す
こ
と
！

》

※
川
島
さ
ん

、
１
０
月
下
旬
約
４

ヶ
月
振
り
に
練
習
に
参
加
し
ま
し
た

。

 
長
年
武
道
に
係
わ

っ
て
き
た
事
も
あ

っ
て
違
和
感
な
く
愉
し
そ
う
に
稽
古
に

は
げ
ん
で
い
ま
し
た

。
社
会
人
が
練
習
に
常
時
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す

。
し
か
し

、

「
職
場

」
で

「
社
会

」
で
少
な
か
ら
ず
ス
ト
レ
ス
は
積
み

重
な

っ
て
来
る
と
思
い
ま
す

。
そ
ん
な
と
き
非
日
常
と
な
る
武
道
を
修
行
す
る

こ
と
は

、
心
と
体
を
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か

。
そ
れ
を
活
力
と
し
て
明
日
を
生
き
生
き
と
希
望
を
持

っ
て
元
気
に
生
活

す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ま
す

。

 

『
道
場
の
果
た
す
役
割
は
”
活
力
と
希
望
を
持

っ
て
も
ら
う
為
の

　
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
い
”
と
強
く
感
じ
ま
す

。

』

※
３
名
の
指
導
体
制
で

、
き
め
細
か
く
道
場
生
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
が

、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
く
ま
で
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
約
７
カ
年

真
土
で
活
動
し
て
い
ま
す
が

、
施
設
利
用
等

（
横
山
荒
川
区
会
長
に
ご
迷
惑
を

掛
け
て
い
ま
す

。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

）
だ
け
に
な

っ
て
い
ま

す

。
地
域
貢
献
の
趣
旨
か
ら
も
考
え
て
い
く
べ
き
時
期
で
は
と
思
い
ま
す

。
今

年
は

、
決
意
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

。
現
在
の
取
り
組
み
は

、
護
身

武
道
演
武
大
会
に
向
け
て
道
場
と
し
て
一
丸
と
な

っ
て
良
い
結
果
を
の
こ
す
べ

く
頑
張

っ
て
ま
す

。

派
遣
事
業
・
・
・
出
向
７
名

　
日
時
　
　
平
成
２
１
年
１
１
月
２
３
日

（
月

）

　
場
所
　
　
台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

　
　
　
　
　
　
台
東
区
立
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

☆
第
３
回
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

・
社
会
教
育
館

　
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
模
擬
店

司
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
店

瀧
井
先
生

（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

①抜き技：７技

②三級手首・他

③第一の型

④第二の型

⑤一級第一の型

⑦折りたたみ傘による護身武道：３技

⑧器物・短刀とり　護身武道：３技

⑨護身武道
　１０人掛
　かり
　　・６番
　　・10番

　　⑩ 器物法単独演武
　　　ヌンチャク　　　サ　イ

⑪グローブ乱取り

H
P
投
稿
よ
り

(

サ
ー

ク
ル
フ

ェ
ス
タ
２
０
０
９
参
加
に
思
う

）

派
遣
事
業
も
年
内
２
回
目
を
迎
え

、
ミ
ス
の
点
で
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す

。
前
回
と
今
回
の
内
容
が
若
干
相
違
し
て
い
ま
す
が

、
自
分
が
信
じ
て
修
行
し
い
る
も

の
を
人
に
観
て
も
ら
い
理
解
し
て
も
ら
う

。
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

そ
れ
ぞ
れ
が

、
大
切
な
時
間
を
費
や
し
人
に
観
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
自
分
を

「
更
な
る
高
み
に
昇
る
た
め

」
「
明
日
の
た
め

」
「
戻
ら
ぬ
時
間
を
後
悔
し
な
い
た
め

」

努
力
を
怠

っ
て
は
な
ら
な
い

。
果
た
し
て

、
多
く
の
人
が
い
る
中
で

、
充
実
し
て
過
ご
し

て
い
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か

。

個
人
的
な
考
え
で
は
あ
り
ま
す
が

、

「
幾
多
の
年
を
重
ね
た
時

」
そ
れ
ら
が
輝
き
を
増
す

こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す

。
小
さ
な
こ
と
で
も

、
信
じ
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

。
信
じ
る
こ
と
が
な
い
者
ほ

ど

、
寂
し
く
哀
れ
に
映
る
こ
と
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
発
展

を
胸
に

、

「
一
歩
一
歩

」
共
に
信
じ
る
者
同
士
ス
ク
ラ
ム
く
ん
で
社
会
・
地
域
の
た
め

（
貢
献
出
来
る
よ
う

）
努
力
し
て
い
き
ま
し

ょ
う

。

※
諸
事
情
に
よ
り
参
加
出
来
な
か

っ
た
皆
さ
ん

、
是
非
次
回
は
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

最
後
に

、
尊
敬
と
感
謝
を
込
め
て

、
上
野
道
場
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

護
身
武
道
演
武
大
会
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う

。

※
演
武
１
６
：
４
５
～

１
７
：
０
５

演武大会に向けた
練習・全員一生懸
命道場長の号令の
もと大きな気合い

⑥一級第二の型

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２


